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水無谷（兵庫県）のヨシノヤナギ群の同定手順と現状報告

山 口 純 一 1)

The identify process of the Salix yoshinoi group of Mizunashi valley 
(Hyogo Prefecture) and the report of the present condition

Junichi YAMAGUCHI 1) 

要　　旨

六甲山地の北側に位置する水無谷（兵庫県神戸市北区有馬町）にコゴメヤナギが生育するとされてきたが，

ヨシノヤナギとヨシノヤナギに関係した樹木群であることが判明した．シダレヤナギ節の樹木は種ごとの相

違点が少なく，誤同定なども起きやすい．このような分類困難な種群では，各個体から 1 年を通して何度

か調査して標本をつくることが望ましいが，実際には一枚の標本のみが標本庫に納められていることも多い．

本調査では冬芽，花時，果時，葉時と，季節ごとに標本を作成して検討をおこなった．検討結果を時系列に

沿って詳述するとともに，水無谷のヨシノヤナギ群の現状を報告する．
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はじめに

ヨシノヤナギ Salix yoshinoi Koidz. は，高木で枝

は斜上し，成葉は披針形．生時の葉の裏面は淡緑色でと

きに光沢があり，はじめ毛が多く遅くまで毛は残りやす

い．苞は淡黄色．雌花の腺体は 1 個，子房は無柄で白毛

を密生する．近畿地方から中国地方，および四国に分布

する（吉山，2000）．また，生時の葉の裏面が帯白色と

なるウラジロヨシノヤナギ S. pseudoyoshinoi Koidz. 

があり，同じシダレヤナギ節 Sect. Subalbae Koidz. 

のコゴメヤナギ S. serissaefolia Kimura，シロヤナギ 

S. jessoensis Seemen とは区別が難しい．なお，シロ

ヤナギは北海道，東北地方，北陸地方，関東地方北部に

分布する（吉山，2000）．類似種の中では、ヨシノヤナ

ギのみ生時の葉の裏面が帯白色とならず，コゴメヤナギ

のみ子房の毛が基部に少数散生するか無毛である．

六甲山のヤナギ属を調査していた筆者は，コゴメヤナ

ギとされている樹木がヨシノヤナギに思えたことから調

査することにした．六甲山地のヨシノヤナギについて現

在の生育状況は不明だが，80 年ほど前の古い標本記録

が数点あり，水無谷にはコゴメヤナギの標本記録がある

（小林 ほか，1998）．なお，今回使用した証拠標本は，（公

財）多摩市文化振興財団（パルテノン多摩）の植物標本

庫に納める予定である．

冬　芽（調査日 2014 年 11 月 5 日）

調査地は兵庫県神戸市北区有馬町の水無川流域に位置

する（図 1）．ダムの上流側には登山道と車道との合流

地点が広く開けており，周辺にはヤナギ属樹木が 20 数

株みられる．調査対象として 12 個体を選定し番号を付

け位置を記録した（図 2）．株状に複数の幹がならぶ場

合はそのうちの 1 本を選び，夏季に入り込めなくなり

そうな環境の個体は避けた．

調査個体は雄 5 個体，雌 7 個体であり，雄花の方が

雌花より少し冬芽のサイズが大きいものの，いずれの個
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体も冬芽の形状に大きな違いはみられなかった．

個体 No.12 は，枝が細くやや枝垂れ，シダレヤナギ（イ

トヤナギ）S. babylonica L. との関係を感じさせる樹

形である（図 3）． 

検討標本：兵庫県神戸市北区有馬町　2014 年 11 月

5 日　山口純一 1（山口 2015 引用　個体 no.1　冬芽）；

同 2（山口 2015 引用　個体 no.2　冬芽）；同 3（山

口 2015 引用　個体 no.3　冬芽）；同 4（山口 2015 引

用　個体 no.4　冬芽）；同 5（山口 2015 引用　個体

no.5　冬芽）；同 6（山口 2015 引用　個体 no.6　冬

芽）；同 7（山口 2015 引用　個体 no.7　冬芽）；同 8（山

口 2015 引用　個体 no.8　冬芽）；同 9（山口 2015 引

用　個体 no.9　冬芽）；同 10（山口 2015 引用　個体

no.10　冬芽）；同 11（山口 2015 引用　個体 no.11　

冬芽）；同 12（山口 2015 引用　個体 no.12　冬芽）．

花　穂（調査日 2015 年 4 月 12 日）

雌花

調査 7 個体の雌花はいずれもよく似ており，花穂は

長楕円形から円柱形で花は密に並ぶ（図 4）．苞は長楕

円形から卵形で外面有毛．花柱はやや短く，柱頭はやや

長く左右に開く．胚珠はいずれも各胎座に2個であった．

子房は長卵形から長楕円形で，いずれも全面または下半

部が多毛であり，子房が無毛か少毛のコゴメヤナギは検

討対象から除外できる（図 5）．

これまで公表された文献と今回調査した個体の雌花穂

長を表 1 に示した（前述理由からコゴメヤナギは参考

とする）．個体 No.1，2，4，6，7 の雌花穂長は，多少

の誤差があるがヨシノヤナギやウラジロヨシノヤナギ

に近く，個体 No.5 と No.10 は少し花穂が長めである．

いずれもシロヤナギに相当するような長さのものはなか

った．

個体 No.6 の腹腺体はオレンジ色で，腺体が黄緑色で

あるヨシノヤナギやコゴメヤナギ，黄色であるシロヤナ

ギとは一致しない．腺体のオレンジ色の理由については，

いまのところ全く見当がつかない．

個体 No.6 と No.10 で背腺体を確認したが，特に

No.6 は調べた数個の花穂中で，精査した花 49 個のう

ち 42 個に背腺体が存在した．雌花の腺体は，コゴメヤ

ナギ，ヨシノヤナギは 1 個とされ，シロヤナギはふつ

う 1 個だがときに 2 個みられ，ウラジロヨシノヤナギ

の原記載（小泉，1935）では腺体 2 個とされている．

雄花

調査 4 個体（個体 No.12 は未調査）の雄花はいずれ

もよく似ており，花穂は長楕円形から円柱形で花は密に

並ぶ（図 6）．苞は長楕円形から卵形で外面有毛，腺体

は黄緑色から黄色，葯は黄色，花糸は 2 本で下部有毛

であった．類似種の花糸はいずれも離生するが，No.11

のみ花糸が下半部で合着している（図 7）．

これまで公表された文献と今回調査した個体の雄花穂

長を表 2 に示した．いずれも木村（1989）のコゴメヤ

ナギ，北村（1979）のコゴメヤナギまたはヨシノヤナ

ギ，大井（1983）のヨシノヤナギにそれぞれ相当する．

範囲が重なり一種に絞れないが，シロヤナギに相当する

ような雄花穂長のものはなかった．

注：褐花とは，未発達で不稔と考えられる花を仮に称した．

表 3 果実の稔性

注：文献でのウラジロヨシノヤナギの雄花穂長は不明．

表 2 雄花穂の長さ

注：コゴメヤナギは子房の毛の状態から検討対象から外れるが参

考に載せた．

表 1 雌花穂の長さ
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注）　類樹種間の区別について，木村（1989）は検索

表で雄花穂長を判別に採用しているが，ほかの多くの文

献の検索表では雄花の形質を用いた区別はされていな

い（北村，1979；大井，1983；杉本，1978）. 雄花は

類似種間でみなよく似ており，比較すべきよい区別点が

少ないためと考えられる．今回の調査個体 No.3，8，9

は主に葉の形質を持って最終的にヨシノヤナギに同定し

たが，筆者がヨシノヤナギと判断しているような，子房

が多毛で生時の葉の裏面が緑色基調で光沢のある樹種の

雄花穂長は，これまでの筆者観察では約 15–26mm で

あった．これは北村（1979）の 15–30mm，大井（1983）

の 15–25mm，ヨシノヤナギ原記載の 16–26mm とは

ほぼ一致するが，木村（1989）の 20–30mm とは少し

差がある．雄花穂長が有効な比較要素であるのか，ある

いはデーターの取り方に問題があるのか，今後さらに検

討が必要だと考えている．

検討標本：兵庫県神戸市北区有馬町　2015 年 4 月

12 日　山口純一 13（山口 2015 引用　個体 no.1　雌

花）；同 14（山口 2015 引用　個体 no.2　雌花）；同 15（山

口 2015 引用　個体 no.3　雄花）；同 16（山口 2015

引用　個体 no.4　雌花）；同 17（山口 2015 引用　個

体 no.5　雌花）；同 18（山口 2015 引用　個体 no.6　

雌花）；同 19（山口 2015 引用　個体 no.7　雌花）；同

20（山口 2015 引用　個体 no.8　雄花）；同 21（山口

2015 引用　個体 no.9　雄花）；同 22（山口 2015 引

用　個体 no.10　雌花）；同 23（山口 2015 引用　個体

no.11　雄花）．

果　実（調査日 2015 年 4 月 28 日）

調査 7 個体の果穂を採集し，自然乾燥によって子房

を裂開させ，裂開状況，柳絮の発生量，種子の量などを

調査した（表 3）．

個体 No.1，2，4，6，7，10 は，柳絮や種子が多数

みられ稔性はかなり高いと考えられる．

個体 No.5 の果穂は，裂開した子房が全体のおよそ 2

割程度と少なく，柳絮や種子も少なかった．個体 No.7

の果穂は，褐色を呈して不稔状態とみられる花（褐花

と仮に呼称しておく）が 5 割ほどあった（図 8）．個体

No.5 と No.7 は交雑個体の可能性が高い．

検討標本：兵庫県神戸市北区有馬町　2015 年 4 月

28 日　山口純一 24（山口 2015 引用　個体 no.1　果

実）；同 25（山口 2015 引用　個体 no.2　果実）；同 26（山

口 2015 引用　個体 no.4　果実）；同 27（山口 2015

引用　個体 no.5　果実）；同 28（山口 2015 引用　個

体 no.6　果実）；同 29（山口 2015 引用　個体 no.7　

果実）；同 30（山口 2015 引用　個体 no.10　果実）．

葉（調査日 2015 年 5 月 30 日）

類樹種間の識別では，葉裏の形質が重要な区別点の一

つとなる．成長したシュートの中位につく葉を用いて，

その裏面に注目して調査した．

成葉はいずれの個体も外形はよく似ており，披針形，

鋭尖頭，鈍脚，細鋸歯縁，生時の表面は緑色でやや光沢

があり，裏面は遅くまで毛が残る傾向がある．成葉のサ

イズは変化が大きく，調査個体でも葉はそれぞれ長短

混在するが，中心的な葉長は 50–75mm ほど，幅 11–

16mm ぐらいのもので占められる．

生時の成葉裏面の色は，個体 No.5 と No.6 は白色を

帯びて光沢がなく，ヨシノヤナギには該当しない（図 9）．

分布域からシロヤナギの可能性は低い．なお，標本では

生時よりも白味がやや薄く感じられるが，ルーペ（20 倍）

などでみると葉肉部に，白くみえる要因である白い点の

集まりがあるのがわかる． 

上記以外の 10 個体の生時の裏面は，緑色基調で光沢

がありヨシノヤナギの葉の特徴と一致し（図 10），裏面

が帯白色となる類似他種は検討対象から除外できる．ヨ

シノヤナギまたはヨシノヤナギに関係する種である．

葉の裏面以外の形質では類似種間での違いが少なく，

ときに成葉のサイズを区別点として検討されることがあ

るが，変化が大きく有効な判別形質とは考えることがで

きないため，本調査では葉のサイズによる種類の検討は

行わなかった．

検討標本：兵庫県神戸市北区有馬町　2015 年 5 月

30 日　山口純一 31（山口 2015 引用　個体 no.1　葉）；

同 32（山口 2015 引用　個体 no.2　葉）；同 33（山口

2015 引用　個体 no.3　葉）；同 34（山口 2015 引用　

個体 no.4　葉）；同 35（山口 2015 引用　個体 no.5　

葉）；同 36（山口 2015 引用　個体 no.6　葉）；同 37

（山口 2015 引用　個体 no.7　葉）；同 38（山口 2015

引用　個体 no.8　葉）；同 39（山口 2015 引用　個体

no.9　葉）；同 40（山口 2015 引用　個体 no.10　葉）；

同 41（山口 2015 引用　個体 no.11　葉）；同 42（山

口 2015 引用　個体 no.12　葉）．

考察および同定

今回調査した 12 個体をそれぞれ以下のように同定し

た．その際の主な着目点について記述する． 

No.1 ヨシノヤナギ（♀）．

生時の成葉裏面は緑色基調で光沢があり，毛もやや遅

くまで残り，ヨシノヤナギ以外の類似種は検討対象から

除外できる．子房は上部をわずかに残してほぼ全面多毛

で，花柱と柱頭の形質などもヨシノヤナギに一致する．
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果実はよく裂開し，柳絮・種子も多数みられ，ヨシノヤ

ナギと同定する．

No.2 ヨシノヤナギ（♀）．

　No.1 と同様．

No.3 ヨシノヤナギ（♂）．

生時の成葉裏面は緑色基調で光沢があり，毛もやや遅

くまで残り，ヨシノヤナギ以外の類似種は検討対象から

除外できる．花糸はほぼ離生し下部有毛である．ヨシノ

ヤナギと同定する．

No.4 ヨシノヤナギ（♀）．

生時の成葉裏面は緑色基調で光沢があり，毛もやや遅

くまで残り，ヨシノヤナギ以外の類似種は検討対象から

除外できる．子房は上部をわずかに残してほぼ全面多毛

で，花柱と柱頭の形質などもヨシノヤナギに一致する．

裂開する果実は約半数であったが，柳絮・種子は多数み

られ，ヨシノヤナギと同定する．

No.5 雑種（ヨシノヤナギ × ？）（♀）．

生時の成葉裏面は白味を帯びて光沢はなく，ヨシノヤ

ナギには該当しないが，葉裏の毛はやや遅くまで残る．

子房は上部を少し残して下部 3 分の 2 ほどまでが多毛

で，コゴメヤナギには該当しない．シロヤナギは分布域

が異なる．雌花穂はヨシノヤナギやウラジロヨシノヤナ

ギよりもやや長くコゴメヤナギの数値に相当する．裂開

する果実は少なく，柳絮・種子も少なく交雑個体と考え

る．ヨシノヤナギが付近に生育することを考慮に入れる

と，ヨシノヤナギに関係する交雑個体の可能性が高い．

No.6 雑種（ヨシノヤナギ ×？）（♀）．

生時の成葉裏面は白味を帯びて光沢はなく，ヨシノヤ

ナギには該当しないが，葉裏の毛はやや遅くまで残る．

子房は上部をわずかに残して，または下部 5 分の 3 ほ

どまでが多毛で，コゴメヤナギには該当しない．シロヤ

ナギは分布域が異なる．腹腺体がオレンジ色で，背腺体

も多く存在する．柳絮・種子は多数みられたが，裂開す

る果実は約半数で不稔花が2割ほどあった．葉裏が白く，

背腺体があることはウラジロヨシノヤナギの特徴と一致

するが，不稔花や腺体の色などを考慮すると交雑個体と

考えられる．ヨシノヤナギが付近に生育することを考慮

に入れると，ヨシノヤナギに関係する交雑個体の可能性

が高い．

No.7 雑種と推定（ヨシノヤナギ × ？）（♀）．

生時の成葉裏面は緑色基調で光沢があり，毛もやや遅

くまで残り，ヨシノヤナギ以外の類似種は検討対象から

除外できる．子房はほぼ全面または下部 5 分の 3 ほど

までが多毛で，花柱と柱頭の形質などヨシノヤナギに一

致する．しかし，柳絮・種子はやや多数みられたが，裂

開する果実は約半数で，不稔花が半数ほどあり交雑を感

じさせ，ヨシノヤナギに関係する交雑個体と考える．

No.8 ヨシノヤナギ（♂）．

生時の成葉裏面は緑色基調で光沢があり，毛もやや遅

くまで残り，ヨシノヤナギ以外の類似種は検討対象から

除外できる．花糸はほぼ離生し下部有毛で，ヨシノヤナ

ギと同定する．

No.9 ヨシノヤナギ（♂）．

No.8 と同様．

No.10 雑種と推定（ヨシノヤナギ × ？）（♀）．

生時の成葉裏面は緑色基調で光沢があり，毛もやや遅

くまで残り，ヨシノヤナギ以外の類似種は検討対象から

除外できる．子房は上部をわずかに残してほぼ全面多毛

で，花柱と柱頭の形質などもヨシノヤナギに一致する．

雌花穂はヨシノヤナギよりもやや長く，柳絮・種子はや

や多数みられたが，裂開する果実は約半数で不稔花が 2

割ほどあり，背腺体もみられることから交雑を感じさせ，

ヨシノヤナギに関係する交雑個体と考える．

No.11 ヨシノヤナギ，または雑種と推定（ヨシノヤナギ 

× ？）（♂）．

生時の成葉裏面は緑色基調で光沢があり，毛もやや遅

くまで残り，ヨシノヤナギ以外の類似種は検討の対象か

ら除外できる．花糸は下半部でほぼ 2 本が合着するこ

とから，類似他種とも異なり，交雑由来を感じさせる．

ヨシノヤナギまたは関係する交雑個体と推定する．

No.12 雑種と推定（ヨシノヤナギ × シダレヤナギ）（♂）．

生時の成葉裏面は緑色基調で光沢があり，毛もやや遅

くまで残り，ヨシノヤナギ以外の類似種は検討の対象か

ら除外できる．花穂の採集ができなかったが，枝は細く，

やや枝垂れた樹形で，シダレヤナギ（イトヤナギ）との

関係を感じさせる．ヨシノヤナギとシダレヤナギの交雑

個体と推定する．

今回調査した個体は，葉，花，果実だけについての観

察結果では，総ての観察結果を総合して判断した今回報

告とは異なる同定結果となる．ヤナギ属の分類困難な種

群では，年間を通して同じ樹木を何度か調査して標本が

つくられることが望ましいが，実際には一枚の標本のみ

が標本庫に納められていることも多い．なお，小林ほか

（1998）に示されていた水無谷の標本（六甲山水無谷 
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SH16189）は，所蔵する兵庫県立 人と自然の博物館に

て閲覧確認したところ，葉の裏面に光沢があり子房は多

毛で，コゴメヤナギではなくヨシノヤナギであった．水

無谷では以前からヨシノヤナギが生育していたことにな

る．

今回調査した個体のうち No.5 と No.6 は，生時の葉

裏面が白味を帯びるため，葉だけでの同定ではウラジロ

ヨシノヤナギ，コゴメヤナギ，シロヤナギとの比較検討

を要するが，果実の稔性から判断すると両個体は交雑個

体である可能性が高い．ウラジロヨシノヤナギについて

は，小泉（1935）は独立種として発表し，杉本（1978）

はこれに従い，北村（1979）はヨシノヤナギと区別し

ていない，また大井（1983）は取り上げておらず，木

村（1989）はヨシノヤナギの品種として扱っている．

小泉は背腺体が雌花にあるとして腺体 2 個とするが，

このことに触れているほかの文献はなく，ウラジロヨシ

ノヤナギについては今後さらに検討が必要である．
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図 1 調査地 （兵庫県神戸市北区有馬町の水無川流域）
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図 2-10 2：調査地の詳細（① – ⑫は調査個体の位置をそれぞれ示す．○はヤナギ属樹木の位置，●は調査個体）．3：樹形（No.12，枝

は細く枝垂れている）．4：雌花穂（No.4）．5：雌花（左 No.1，右 コゴメヤナギ）．6：雄花穂（No.9）．7：雄花の花糸（左 

No.11，右 No.3）．8：果穂（No.7，小さいまま褐色になっている不稔花）．9：白色を帯びる葉裏（No.5）．10：光沢のある葉

裏（上 No.11，下 No.1）．


